
入　学　試　験　問　題 前
数　学（文科）
（配点 80点）

2001年度　　試験時間　 100分

注　意　事　項

1 試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いてはいけません。

2 落丁，乱丁または印刷不鮮明の箇所があったら，手を挙げて監督者に知らせな
さい。

3 解答には，必ず黒色鉛筆（または黒色シャープペンシル）を使用しなさい。

4 解答用紙の指定欄に，受験番号（表面 2箇所，裏面 1箇所），科類，氏名を記入し
なさい。指定欄以外にこれらを記入してはいけません。

5 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。

6 解答用紙の解答欄に，関係のない文字，記号，符号などを記入してはいけません。
また，解答用紙の欄外の余白には，何も書いてはいけません。

7 この問題冊子の余白は，計算用に使用してもよいが，どのページも切り離しては
いけません。

8 解答用紙は，持ち帰ってはいけません。

9 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 1　　問

半径 rの球面上に 4点A，B，C，Dがある。四面体ABCDの各辺の長さは，

AB =
√
3, AC = AD = BC = BD = CD = 2

を満たしている。このとき rの値を求めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 2　　問

時刻 0に原点を出発した 2点 A，Bが xy 平面上を動く。点 Aの時刻 tでの座標は
(t2, 0)で与えられる。点 Bは，最初は y軸上を y座標が増加する方向に一定の速さ 1

で動くが，点 C (0, 3)に到達した後は，その点から x軸に平行な直線上を x座標が増
加する方向に同じ速さ 1で動く。
t > 0のとき，三角形ABCの面積を S(t)とおく。

(1) 関数
S(t) (t > 0)

のグラフの概形を描け。

(2) uを正の実数とするとき，0 < t ≦ uにおける S(t)の最大値をM(u)とおく。
関数

M(u) (u > 0)

のグラフの概形を描け。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 3　　問

コインを投げる試行の結果によって，数直線上にある 2点A，Bを次のように動かす。

表が出た場合： 点 Aの座標が点 Bの座標より大きいときは，Aと Bを共に正の
方向に 1動かす。そうでないときは，Aのみ正の方向に 1動かす。

裏が出た場合： 点 Bの座標が点 Aの座標より大きいときは，Aと Bを共に正の
方向に 1動かす。そうでないときは，Bのみ正の方向に 1動かす。

最初 2点A，Bは原点にあるものとし，上記の試行を n回繰り返してAと Bを動か
していった結果，A，Bの到達した点の座標をそれぞれ a，bとする。

(1) n回コインを投げたときの表裏の出方の場合の数 2n通りのうち，a = bとなる場
合の数をXnとおく。Xn+1とXnの間の関係式を求めよ。

(2) Xnを求めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 4　　問

白石 180個と黒石 181個の合わせて 361個の碁石が横に一列に並んでいる。碁石が
どのように並んでいても，次の条件を満たす黒の碁石が少なくとも一つあることを
示せ。

その黒の碁石とそれより右にある碁石をすべて除くと，残りは白石と黒石が同数と
なる。ただし，碁石が一つも残らない場合も同数とみなす。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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